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SPring-8の利用が拡大するにつれて、“感染性を

有する試料”を使用する研究が、SPring-8でも行わ

れる可能性が出てきました。他の研究者も作業して

いる実験ホールで“感染性を有する試料”を取り扱

い、別の研究グループが同じ実験ハッチを引き続い

て使用することを考慮すると、そうした試料の取り

扱いには、通常の生物実験室とは異なった配慮が必

要になります。また、その安全対策には、SPring-8

が周辺地域の水源地に立地し、周辺が農業地帯であ

る点も考慮する必要があります。

JASRIでは、外部の専門家を含む“バイオセーフ

ティ委員会”を編成し、“感染性を有する試料”を

用いる研究の際に必要な安全措置を検討してきまし

た。今回、委員会の検討結果を、“バイオセーフテ

ィ規程”とその細則等として制定致しましたので、

生物試料を用いる放射光利用研究を計画されている

ユーザーは、SPring-8のホームページに公開されて

いる規程をご確認下さいますようお願い致します＊。

なお、通常の公募課題は、安全審査の段階で本規程

に基づく手続きの要否を判断し、申請者に結果を通

知する予定です。従いまして、生物試料を使用する

実験を申請するユーザーは、試料の性状をなるべく

詳細に記載されますようお願い致します。

“感染性を有する試料”である ①ウイルス等、②

細菌等、および ③原虫等のレベル分類は、バイオ

セーフティ規程の付表に、“ヒトに感染性を有する

もの”と“動物に感染性を有するもの”のそれぞれ

について、アルファベット順に示してあります。た

だし、感染実験の場合には、表にあるものよりレベ

ルが1段階高くなりますのでご注意下さい。このレ

ベル分類は、厚生省国立感染症研究所および農林水

産省家畜衛生試験場の規則に準拠したものです。こ

のレベル分類表には、植物に対して病原性を有する

試料の記述がありませんが、SPring-8では、それら

のものについても、その伝搬性などに応じた安全措

置をお願いすることにしています。

SPring-8には、レベル2までの試料しか持ち込む

ことができません。また、現時点で、レベル2の試

料の取り扱いに対応する設備は、大阪大学蛋白質研

究所専用ビームライン（BL44XU）に建設中のもの

しか計画されておりません。従って、共用ビームラ

インで、こうした試料を使用する場合には、予め設

備面での整備が必要となります。

SPring-8で“感染性を有する試料”を使用する場

合、実験責任者は、予め試料の取り扱い等に関する

具体的な安全措置を記した“マニュアル”をご提出

下さい。バイオセーフティ委員会は、その安全措置

の適否を審議し、必要な場合には、安全管理室より

追加措置をお願い致します。マニュアルに記載すべ

き事項は、ホームページの“大型放射光施設バイオ

セーフティ細則”をご覧下さい。ホームページには、

参考のためにマニュアルの雛形も載せてあります。

ご不明の点は、安全管理室までお問い合わせ下さい。

なお、試料の持ち込みに際しては、「化学薬品、

生物試料等持ち込み承認申請書」を事前に御提出い

ただいておりますが、試料の安全審査で疑義が生じ
たとき、対応していただく時間がないと、持ち込み
を承認できない場合がありますので、“持ち込み申
請書”は、規程の“持ち込み10日前”よりもでき
る限り早目にご提出下さい。（図参照）

＊　http://www.spring8.or.jp/JAPANESE/user_info/

lab.html

ANNOUNCEMENT

バイオセーフティ規程の施行について

財団法人高輝度光科学研究センター

安 全 管 理 室 長　　多田　順一郎



SPring-8 利用者情報／2000年11月　 417

告 知 板

「大型放射光施設バイオセーフティ規程」

に定められているbiosafety level 1b以上

のものにより汚染されている

「大型放射光施設バイオセーフティ規程」

に定められているbiosafety level 1b以上

のものによる汚染はない

「組織資料に癌細胞等が

移植されている場合」

（細胞株の持ち込み）
「人体組織試料または動物組織試料を持ち込む場合」

更に

化学固定等による無害化の方法に

ついて記述して下さい。

固定されていない場合は、「大型

放射光施設バイオセーフティ規

程」に基づき、書類を提出して下

さい。

癌細胞等の細胞株名

癌細胞等の細胞の由来動物種

細胞の入手先名

動物の系統

に関する資料を提出して

下さい

試料の密封の方法を記述して

下さい。

「大型放射光施設バイオセーフテ

ィ規程」に定められている提出書

類は特にありません。

試料が密封されている

試料は非密封のまま

密封方法について記述して

下さい。

図　生物試料の持ち込みに関して
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